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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　航空機（３０４）に搭載される識別装置（３０８）を管理する方法であって、該方法は
：
　複数の識別装置（３０８）の中の１つの識別装置に関するイベント（３３６）の発生を
、複数の識別装置（３０８）についての情報（３３０）を利用して特定するステップ（８
００）であって、前記複数の識別装置（３０８）が、前記航空機（３０４）に搭載される
複数の構成品（３１４）に関連付けられ、前記複数の識別装置（３０８）についての前記
情報（３３０）が、前記複数の識別装置（３０８）上に保存され前記複数の識別装置（３
０８）から受信される前記複数の識別装置（３０８）についての識別装置データ（４０２
）と前記複数の識別装置（３０８）についての仕様データ（４０４）とを含み、前記識別
装置データ（４０２）と前記仕様データ（４０４）の両方を利用して特定するステップ（
８００）と、
　前記イベント（３３６）の前記発生を特定するのに応じて、前記複数の識別装置（３０
８）に関する任意の数の作業（３３８）を開始するステップ（８０２）と、
を含む、方法。
【請求項２】
　前記複数の識別装置（３０８）は複数の無線周波数識別装置である、請求項１に記載の
方法。
【請求項３】
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　更に：
　前記複数の識別装置（３０８）を、前記航空機（３０４）に搭載される前記複数の構成
品（３１４）上の複数の位置に取り付けるステップを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記イベント（３３６）は、データが前記複数の識別装置（３０８）の中の１つの識別
装置から受信されていない期間であり選択閾値を超えることである、請求項１に記載の方
法。
【請求項５】
　前記複数の識別装置（３０８）の中の１つの識別装置から受信する前記識別装置データ
（４０２）は、前記識別装置で利用可能なメモリ空き容量（４２２）を含み、前記イベン
ト（３３６）は、前記識別装置で利用可能な前記メモリ空き容量（４２２）が選択閾値を
下回ることである、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記任意の数の作業（３３８）は、前記識別装置を取り替える作業、前記識別装置を追
加する作業、前記識別装置を取り外す作業、及び前記識別装置を修理する作業のうちの少
なくとも１つの作業を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記複数の識別装置（３０８）に関する前記任意の数の作業（３３８）を開始する前記
ステップ（８０２）は：
　実施されるべき作業を示すユーザへの通知を発するステップを含む、請求項１に記載の
方法。
【請求項８】
　更に：
　任意の数のクエリを実行して、被要求情報（３４６）を前記情報（３３０）の中から、
ユーザ入力を必要とすることなく取り出すステップと、
　前記被要求情報（３４６）を取り出すのに応じて、任意の数のレポート（３４８）を作
成するステップと、
を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　航空機（３０４）に搭載される複数の構成品（３１４）に関連付けられる複数の識別装
置（３０８）と、
　複数の識別装置（３０８）の中の１つの識別装置に関するイベント（３３６）の発生を
、前記複数の識別装置（３０８）についての情報（３３０）を利用して特定することであ
って、前記複数の識別装置（３０８）についての情報（３３０）が、前記複数の識別装置
（３０８）上に保存され前記複数の識別装置（３０８）から受信される前記複数の識別装
置（３０８）についての識別装置データ（４０２）と前記複数の識別装置（３０８）につ
いての仕様データ（４０４）とを含み、前記識別装置データ（４０２）と前記仕様データ
（４０４）の両方を利用して特定し；前記イベント（３３６）の前記発生を特定するのに
応じて、実施されるべき作業を示すユーザへの通知を発するように構成される、コンピュ
ータシステム（３２４）と、を備える、装置。
【請求項１０】
　前記複数の識別装置（３０８）は複数の無線周波数識別装置である、請求項９に記載の
装置。
【請求項１１】
　前記複数の識別装置（３０８）は、前記航空機（３０４）に搭載される前記複数の構成
品（３１４）上の複数の位置（３１２）に取り付けられる、請求項９に記載の装置。
【請求項１２】
　前記イベント（３３６）は、データが前記複数の識別装置（３０８）の中の１つの識別
装置から受信されていない期間であり選択閾値を超えることである、請求項９に記載の装
置。
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【請求項１３】
　前記複数の識別装置（３０８）の中の１つの識別装置から受信する前記識別装置データ
（４０２）は、前記識別装置で利用可能なメモリ空き容量（４２２）を含み、前記イベン
ト（３３６）は、前記識別装置で利用可能な前記メモリ空き容量（４２２）が選択閾値を
下回ることである、請求項９に記載の装置。
【請求項１４】
　前記作業は、前記識別装置を取り替える作業、前記識別装置を追加する作業、前記識別
装置を取り外す作業、及び前記識別装置を修理する作業から選択される、請求項９に記載
の装置。
【請求項１５】
　前記コンピュータシステム（３２４）は、前記イベント（３３６）が発生したことを通
知する警告（３４０）を発して表示するように構成される、請求項９に記載の装置。
【請求項１６】
　前記コンピュータシステム（３２４）は更に、任意の数のクエリ（３４４）を実行して
、被要求情報（３４６）を前記情報（３３０）の中から、ユーザ入力を必要とすることな
く取り出し；前記被要求情報（３４６）を取り出すのに応じて、任意の数のレポート（３
４８）を作成するように構成される、請求項９に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は概して、識別装置の管理に関するものであり、特に無線周波数識別装置の管理
に関するものである。更に具体的には、本開示は、航空機の無線周波数識別装置を管理す
る方法及び装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　航空機は、種々の種類の構成品を含む。これらの構成品は、例えばこれらに限定されな
いが、頭上荷物収納室、座席、配膳カート、安全装置、扉、窓、航空機の種々のセクショ
ン、航空機の操縦室のコンピュータ、エンジン、操縦翼面、スパー、及び／又は航空機内
の他の適切な種類の構成品を含むことができる。
【０００３】
　航空機に取り付けられる異なる構成品の状況を把握するためには、航空機内の構成品の
数が増えるにつれて、所望の状態よりも長い時間、及び／又は多くの作業を要する。更に
、時間の経過とともに、例えばメンテナンス、修理、取り替え、検査のような作業、及び
／又は他の適切な種類の作業を、これらの構成品のために実施する必要がある。また、こ
れらの種類の作業を実施すると、異なる構成品の状況を把握することが、所望の状態より
も更に多大な時間を要するようになり、一層困難になる。
【０００４】
　現在、これらの構成品の状況を把握する１つのシステムでは、自動識別技術（ａｕｔｏ
ｍａｔｅｄ　ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ　ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ：ＡＩＴ）を用いる
。自動識別技術は、データを保存し、転送する一連の技術である。具体的には、自動識別
技術はデバイス群を含み、これらのデバイスによって、データを捕捉し、収集し、および
／またはこれらのデバイスから転送することができる。これらのデバイスは、識別装置（
ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ　ｄｅｖｉｃｅｓ）と表記することができる。自動識別技
術（ＡＩＴ）は、航空機に益々導入されるようになっている。
【０００５】
　例えば、航空機の自動識別技術は、任意の数の識別装置を含むことができ、これらの識
別装置を用いて、航空機内の構成品群にマークを付ける、または「タグ」を付ける。異な
る構成品にタグを付けるために用いられるこれらの識別装置は、例えばこれらに限定され
ないが、無線周波数識別（ＲＦＩＤ）タグ、磁気カード、バーコード、光磁気カード、及
び／又は他の適切な種類のデバイスを含むことができる。
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【０００６】
　航空機内で使用される識別装置の数が増えると、これらの識別装置に関する情報を管理
することが、所望の状態よりも一層困難になり、更に多大な時間を要するようになる。
【０００７】
　従って、上に説明した１つ以上の問題だけでなく、起こり得る他の問題を解決する方法
及び装置を有することができれば有利である。
【発明の概要】
【０００８】
　１つの有利な実施形態では、航空機に搭載される識別装置群を管理する方法が提供され
る。イベントの発生は、複数の識別装置に関する情報を利用して特定される。前記複数の
識別装置の各識別装置は、前記航空機に搭載される複数の構成品に関連付けられる。前記
複数の識別装置に関する前記情報は、前記複数の識別装置から受信するデータと、前記複
数の識別装置に関する仕様データと、を含む。前記イベントの前記発生を特定するのに応
じて、前記複数の識別装置に関する任意の数の作業が開始される。
【０００９】
　別の有利な実施形態では、装置は、複数の無線周波数識別装置と、コンピュータシステ
ムと、を備える。前記複数の無線周波数識別装置は、航空機に搭載される複数の構成品に
関連付けられる。前記コンピュータシステムは、イベントの発生を、複数の識別装置に関
する情報を利用して特定するように構成される。前記複数の識別装置の各識別装置は、前
記航空機に搭載される複数の構成品に関連付けられる。前記複数の識別装置に関する前記
情報は、前記複数の識別装置から受信するデータと、前記複数の識別装置に関する仕様デ
ータと、を含む。前記コンピュータシステムは、前記イベントの前記発生を特定するのに
応じて、前記複数の識別装置に関する任意の数の作業を開始するように構成される。
【００１０】
　更に別の有利な実施形態では、航空機に搭載される無線周波数識別装置群を管理する方
法が提供される。イベントの発生は、複数の無線周波数識別装置に関する情報を利用して
特定される。前記複数の無線周波数識別装置の各無線周波数識別装置は、前記航空機に搭
載される複数の構成品に関連付けられる。前記複数の無線周波数識別装置に関する前記情
報は、前記複数の無線周波数識別装置から受信するデータと、前記複数の無線周波数識別
装置に関する仕様データと、を含む。前記イベントの前記発生を特定するのに応じて、前
記複数の無線周波数識別装置に関する任意の数の作業が開始される。
【００１１】
　特徴、機能、及び利点は、本開示の種々の実施形態において個別に実現することができ
る、または更に他の実施形態において組み合わせることができ、これらの実施形態では、
更なる詳細は、次の説明、及び以下の図面を参照することにより理解することができる。
【００１２】
　これらの有利な実施形態に固有と考えられる新規の特徴は、添付の請求項に開示される
。しかしながら、これらの有利な実施形態だけでなく、これらの有利な実施形態の好適な
使用形態、更に別の目的、及び利点は、本開示の有利な実施形態に関する以下の詳細な説
明を参照し、添付の図面と併せて当該説明を一読することにより最も深く理解される。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】図１は、有利な実施形態による航空機製造及び整備方法の図である。
【図２】図２は、有利な実施形態を実現することができる航空機の図である。
【図３】図３は、有利な実施形態によるタグ管理環境の図である。
【図４】図４は、有利な実施形態による複数の識別装置に関する情報の図である。
【図５】図５は、有利な実施形態によるデータ処理システムの図である。
【図６】図６は、有利な実施形態による航空機の内部の図である。
【図７】図７は、有利な実施形態によるタグ管理モジュールの図である。
【図８】図８は、有利な実施形態による航空機に搭載される複数の識別装置を管理するプ
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ロセスのフローチャートの図である。
【図９】図９は、有利な実施形態によるイベントの発生を特定するプロセスのフローチャ
ートの図である。
【図１０】図１０は、有利な実施形態による複数の識別装置に関する情報を生成するプロ
セスのフローチャートの図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　これらの図面を更に詳細に参照するに、本開示の種々の実施形態は、図１に示す航空機
製造及び整備方法１００、及び図２に示す航空機２００に関連して説明することができる
。
【００１５】
　まず、図１を参照するに、航空機製造及び整備方法の図が有利な実施形態に従って描か
れている。製造前段階では、航空機製造及び整備方法１００において、図２の航空機２０
０の仕様決定及び設計１０２、及び材料調達１０４を行なうことができる。
【００１６】
　製造段階では、図２の航空機２００の構成品及びサブアセンブリ製造１０６、及びシス
テム統合１０８が行なわれる。その後、図２の航空機２００は、証明書発行及び機体引き
渡し１１０を経て、供用１１２されることになる。顧客が供用１１２している間、図２の
航空機２００は、日常的なメンテナンス及び整備１１４を行うようにスケジューリングさ
れ、このメンテナンス及び整備１１４は、改修、再構成、改装、及び他のメンテナンスま
たは整備を含むことができる。
【００１７】
　航空機製造及び整備方法１００のプロセス群の各プロセスは、システムインテグレータ
、サードパーティ、及び／又はオペレータによって行なうことができるか、または実行す
ることができる。これらの例では、オペレータは顧客とすることができる。この説明を進
めるために、システムインテグレータとして、これらには限定されないが、任意の数の航
空機製造業者、及び航空機大手システムサブコントラクタを挙げることができ；サードパ
ーティとして、これらには限定されないが、任意の数のベンダー、サブコントラクタ、及
びサプライヤーを挙げることができ；オペレータは、航空会社、リース会社、軍隊、航空
機整備機関などとすることができる。
【００１８】
　次に、図２を参照するに、有利な実施形態を実現することができる航空機の図が描かれ
ている。この例では、航空機２００は、図１の航空機製造及び整備方法１００により製造
され、複数のシステム２０４を搭載した機体２０２と、機内２０６と、を含むことができ
る。システム群２０４の例として、推進システム２０８、電気システム２１０、油圧シス
テム２１２、及び環境システム２１４のうちの１つ以上を挙げることができる。任意の数
の他のシステムを含めてもよい。航空宇宙用の例を示しているが、異なる有利な実施形態
は、自動車産業のような他の産業に適用することができる。
【００１９】
　本明細書において具体化される装置及び方法は、図１の航空機製造及び整備方法１００
の種々の段階のうちの少なくとも１つの段階において用いることができる。本明細書にお
いて使用されるように、「ａｔ　ｌｅａｓｔ　ｏｎｅ　ｏｆ」というフレーズは、複数の
アイテムを列挙して使用される場合に、列挙されるこれらのアイテムのうちの１つ以上の
アイテムの異なる組み合わせを用いることができ、列挙されるアイテムの中の各アイテム
の１つだけで済ませることができることを意味する。例えば、「ａｔ　ｌｅａｓｔ　ｏｎ
ｅ　ｏｆ　ｉｔｅｍ　Ａ，　ｉｔｅｍ　Ｂ，　ａｎｄ　ｉｔｅｍ　Ｃ」は、例えばこれら
には限定されないが、「ｉｔｅｍ　Ａ（アイテムＡ）」または「ｉｔｅｍ　Ａ　ａｎｄ　
ｉｔｅｍ　Ｂ（アイテムＡ及びアイテムＢ）」を含むことができる。この例は更に、「ｉ
ｔｅｍ　Ａ，　ｉｔｅｍ　Ｂ，　ａｎｄ　ｉｔｅｍ　Ｃ（アイテムＡ、アイテムＢ、及び
アイテムＣ）」または「ｉｔｅｍ　Ｂ　ａｎｄ　ｉｔｅｍ　Ｃ（アイテムＢ及びアイテム
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Ｃ）」を含むことができる。
【００２０】
　１つの例示的な例では、図１の構成品及びサブアセンブリ製造１０６において製造され
る構成品群またはサブアセンブリ群は、航空機２００を図１において供用１１２している
間に製造される構成品群またはサブアセンブリ群と同様の方法で組み立てる、または製造
することができる。更に別の例として、任意の数の装置実施形態、方法実施形態、または
これらの実施形態の組み合わせは、図１の構成品及びサブアセンブリ製造１０６、及びシ
ステム統合１０８のような製造段階において利用することができる。「Ａ　ｎｕｍｂｅｒ
（任意の数）」とは、アイテム群を指すために用いられる場合に、１つ以上のアイテムを
意味する。例えば、任意の数の装置実施形態とは、１つ以上の装置実施形態である。任意
の数の装置実施形態、方法実施形態、またはこれらの実施形態の組み合わせは、航空機２
００を供用１１２している間に、および／または航空機２００に、図１のメンテナンス及
び整備１１４が施されている間に利用することができる。任意の数の異なる有利な実施形
態を利用することにより、航空機２００の組み立てを大幅に促進することができる、およ
び／または航空機２００のコストを大幅に低減することができる。
【００２１】
　異なる有利な実施形態では、任意の数の異なる注意事項を認識し、考慮に入れる。例え
ば、異なる有利な実施形態では、航空機内の識別装置群に関する情報を管理するために、
識別装置の数が増えるにつれて所望の状態よりも長い時間、及び／又は多大な工数を要す
ることを認識し、考慮に入れる。これらの識別装置は、例えば無線周波数識別タグ群とす
ることができ、これらの無線周波数識別タグがネットワークを形成し、航空機内の構成品
群に取り付けられる。
【００２２】
　異なる有利な実施形態では、これらの無線周波数識別タグに関する情報を管理し、判断
を、この情報に基づいて下すシステムを有することが望ましいことを認識し、考慮に入れ
る。例えば、異なる有利な実施形態では、無線周波数識別装置に関する情報に基づいて、
無線周波数識別装置のメンテナンス、修理、及び／又は取り替えに関する判断を下し、お
よび／または警告を発するシステムを有することが望ましいことを認識し、考慮に入れる
。
【００２３】
　従って、異なる有利な実施形態は、航空機に搭載される識別装置群を管理する方法及び
装置を提供する。イベントの発生は、複数の識別装置に関する情報を利用して特定される
。複数の識別装置の各識別装置は、航空機に搭載される複数の構成品に関連付けられる。
複数の識別装置に関する情報は、複数の識別装置から受信するデータ、及び複数の識別装
置に関する仕様データを含む。イベントの発生を特定するのに応じて、複数の識別装置に
対応する任意の数の操作が開始される。
【００２４】
　次に、図３を参照するに、タグ管理環境の図が、有利な実施形態に従って描かれている
。これらの例示的な例では、タグ管理環境３００は、航空機３０４のタグ群３０２を管理
することができる１つの環境の一例である。航空機３０４は、図２の航空機２００の１つ
の実施形態の一例とすることができる。
【００２５】
　タグ群３０２は、データを格納し、データをこれらのタグから転送することができるよ
うに構成されるデバイスである。例えば、これらには限定されないが、タグ群３０２は、
無線周波数識別タグ、磁気カード、バーコード、光メモリカード、及び／又は他の適切な
種類のデバイスを含むことができる。
【００２６】
　これらの例示的な例では、タグ群３０２は、複数の識別装置３０８の形態を採ることが
できる。複数の識別装置３０８は、データを格納し、データを送信するように構成される
デバイスである。複数の識別装置３０８は、例えばバーコード、磁気カード、及びデータ
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を送信するようには構成されない他のデバイスを含まなくてもよい。
【００２７】
　更に、複数の識別装置３０８はこれらの例示的な例では、複数の無線識別装置３１０で
ある。無線識別装置は、データを格納し、データを、例えば、これらには限定されないが
、無線周波数信号、光信号、及び／又は他の適切な種類の無線信号を利用して無線送信す
るように構成されるデバイスである。無線識別装置は、無線識別装置の例である。
【００２８】
　これらの例示的な例では、複数の識別装置３０８は、航空機３０４上の複数の位置３１
２に取り付けられる。複数の位置３１２は、航空機３０４の外側にある、航空機３０４の
内側にある、および／または航空機３０４に搭載される構成品上にある位置を含む。
【００２９】
　例えば、複数の位置３１２は、航空機３０４に搭載される複数の構成品上の位置とする
ことができる。このように、複数の識別装置３０８は、複数の構成品３１４に関連付けら
れる。
【００３０】
　第１構成品は第２構成品に、当該第２構成品に固定される、取り付けられる、接合され
る、締結される、および／または装着されることにより関連付けられると考えることがで
きる。更に、第１構成品は第２構成品に、当該第２構成品に他の或る適切な方法で接続さ
れることにより関連付けることができる。更に、第１構成品は第２構成品に、第３構成品
を用いることにより接続することもできる。第１構成品は第２構成品に、当該第２構成品
の一部、及び／又は延長部分として形成されることにより関連付けられると考えることも
できる。
【００３１】
　航空機３０４に搭載される複数の構成品３１４の中の１つの構成品は、例えばこれらに
は限定されないが、座席、壁、胴体、操縦翼面、フラップ、スポイラー、窓、配膳トレイ
、ファスナー、配膳カート、通気口、空気ダクト、壁パネル、通路、壁に貼り付けられる
プラカード、及び／又は航空機３０４に搭載される他の或る適切な種類の構成品を含むこ
とができる。
【００３２】
　これらの例示的な例では、無線周波数識別装置３１６は、複数の識別装置３０８のうち
の１つの識別装置の一例である。無線周波数識別装置３１６は、複数の位置３１２の中の
位置３１８に取り付けることができる。位置３１８は、複数の構成品３１４の中の構成品
３２０上の位置である。このように、無線周波数識別装置３１６は構成品３２０に取り付
けられる。無線周波数識別装置３１６は、構成品３２０上の位置３１８に取り付けること
により、構成品３２０を特定し、構成品３２０を、航空機３０４に搭載される他の構成品
群から区別することができる。
【００３３】
　幾つかの例示的な例では、無線周波数識別装置３１６は、構成品３２０上の位置３１８
に取り付けることにより、構成品３２０が配設されている航空機３０４の部分を特定する
ことができる。例えば、構成品３２０は、航空機３０４の客室の内部の壁とすることがで
きる。位置３１８は、壁の後方部分にある。無線周波数識別装置３１６は、壁の後方部分
の位置に取り付けることにより、客室の後方部分を特定することができる。
【００３４】
　無線周波数識別装置３１６は、構成品３２０を航空機３０４に取り付ける前に、または
取り付けた後に、構成品３２０上の位置３１８に取り付けることができる。例えば、幾つ
かの例示的な例では、無線周波数識別装置３１６は、構成品３２０が倉庫に、または在庫
として保管されている状態で、構成品３２０上の位置３１８に取り付けることができる。
【００３５】
　これらの例示的な例では、複数の識別装置３０８の各識別装置は、当該識別装置に関す
るデータ３２２を格納する。データ３２２は、複数の識別装置３０８から取得することに
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より、コンピュータシステム３２４により処理することができる。
【００３６】
　図示のように、コンピュータシステム３２４は、任意の数のコンピュータ３２６の形態
を採ることができる。任意の数のコンピュータ３２６は、航空機３０４に関連付けること
ができる。任意の数のコンピュータ３２６は、航空機３０４に任意の数の異なる方法で関
連付けることができる。これらの例示的な例では、任意の数のコンピュータ３２６は航空
機３０４に、航空機３０４に搭載されることにより関連付けることができる。
【００３７】
　幾つかの例示的な例では、任意の数のコンピュータ３２６の少なくとも一部は、航空機
３０４から離れた位置に設けることができる。一部とは、任意の数のコンピュータ３２６
の中の１台、または数台とすることができる。少なくとも一部とは、任意の数のコンピュ
ータ３２６の中の１台、数台、または任意の数のコンピュータ３２６の全部とすることが
できる。１つの例示的な例として、任意の数のコンピュータ３２６の一部は、航空機３０
４から離れた位置に設けることができ、かつ航空機３０４に搭載される任意の数のコンピ
ュータ３２６の別の部分と、無線通信リンクを利用して通信するように構成することがで
きる。
【００３８】
　更に、任意の数のコンピュータ３２６の一部は、携帯用コンピュータとすることができ
る。例えば、任意の数のコンピュータ３２６の一部は、データ３２２を複数の識別装置３
０８から取得するように構成される携帯用リーダとすることができる。具体的には、任意
の数のコンピュータ３２６の一部は、複数の識別装置３０８から送信されるデータ３２２
を受信するように構成することができる。
【００３９】
　１つの例示的な例として、オペレータは携帯用リーダを用いて、データ３２２を複数の
識別装置３０８から定期的に取得することができる。データ３２２は、複数の識別装置３
０８の中の１つの識別装置から、当該識別装置が、選択されたパラメータ内で動作してい
るときに取得することができる。別の表現をすると、１つの識別装置は、当該装置が正し
く動作していない、十分な処理リソースを持たない、携帯用リーダを特定することができ
ない、および／または他の或る種類の問題を有しているときには、データ３２２を送信す
ることができない。
【００４０】
　これらの例示的な例では、複数の識別装置３０８に関するデータ３２２は、図１の構成
品及びサブアセンブリ製造１０６、システム統合１０８、証明書発行及び機体引き渡し１
１０、供用１１２、及びメンテナンス及び整備１１４においてのみならず、航空機３０４
に関する他の作業のうちの１つの段階において取得することができる。
【００４１】
　図示のように、タグ管理モジュール３２８は、データ３２２を複数の識別装置３０８か
ら受信し、処理するように構成される。タグ管理モジュール３２８は、任意の数のコンピ
ュータ３２６のうちの１つ以上のコンピュータに実装される。具体的には、タグ管理モジ
ュール３２８は、ハードウェアコンポーネント、ソフトウェアコンポーネント、及びファ
ームウェアコンポーネントのうちの少なくとも１つを備える。
【００４２】
　これらの図示の例では、タグ管理モジュール３２８は、データ３２２を処理し、当該処
理済みデータを情報３３０として保存する。タグ管理モジュール３２８は、情報３３０を
利用して、複数の識別装置３０８を管理する。情報３３０は、例えばこれらには限定され
ないが、複数の位置３１２及び／又は複数の構成品３１４に関する情報、何れの識別装置
３０８が何れの位置に取り付けられているかに関する情報、データ３２２を複数の識別装
置３０８から受信する日付及び／又は時刻に関する情報、及び／又は他の適切な種類の情
報を含むこともできる。
【００４３】
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　タグ管理モジュール３２８は、情報３３０を処理して、複数の識別装置３０８に関する
イベントの発生を、イベントポリシー３３４を用いて特定する。イベントポリシー３３４
は、イベント３３２が発生する時点を情報３３０に基づいて特定する際の任意の数のルー
ル、基準、及び／又はガイドラインを含む。
【００４４】
　１つの例示的な例として、イベントポリシー３３４は、イベント３３６が、無線周波数
識別装置３１６に残っているメモリ容量が選択閾値を下回る場合に発生するという基準を
示すことができる。別の例示的な例として、イベントポリシー３３４は、イベント３３６
が、データ３２２を無線周波数識別装置３１６から受信していない期間が選択閾値を超え
る場合に発生するという基準を示すことができる。また、更に別の例示的な例として、イ
ベントポリシー３３４は、イベント３３６が、無線周波数識別装置３１６のバージョンの
有効期限が過ぎた場合に発生するという基準を示すことができる。
【００４５】
　これらの例示的な例では、タグ管理モジュール３２８は、イベント３３６の発生を特定
するのに応じて、任意の数の作業３３８を開始する。任意の数の作業３３８として、例え
ばこれらには限定されないが、識別装置の取り替え、除去、修理、検査、及び／又は追加
を挙げることができる。
【００４６】
　任意の数の作業３３８では更に、複数の識別装置３０８に関する任意の数の警告、レポ
ート、通知、及び／又はクエリを出すことができる。幾つかの例示的な例では、タグ管理
モジュール３２８は、任意の数の作業３３８の中の１つの作業を、実施されるべき当該作
業をユーザに通知する通知を出すことにより開始することができる。
【００４７】
　１つの例示的な例として、イベント３３６の発生を特定するのに応じて、タグ管理モジ
ュール３２８は、警告３４０を発する。警告３４０は、視覚警告及び／又は聴覚警告とす
ることができる。これらの例示的な例では、タグ管理モジュール３２８は、警告３４０を
、コンピュータシステム３２４の表示システム３４１に表示する。
【００４８】
　図示のように、表示システム３４１は、任意の数の表示装置３４３を備えることができ
る。任意の数の表示装置３４３は、例えばこれらには限定されないが、コンピュータモニ
タ、表示スクリーン、タッチスクリーン、及び／又は他の適切な種類の表示装置を含むこ
とができる。任意の数の表示装置３４３は、同じ位置、または異なる位置に設けることが
できる。
【００４９】
　警告３４０は、オペレータ３４２が任意の数の表示装置３４３の中の１つの表示装置の
グラフィカルユーザインターフェース３４５上に見ることができる。オペレータ３４２は
、例えば航空機３０４の任意の数のメンテナンス要員、データ３２２を受信するために使
用される携帯用スキャナのオペレータ、パイロット、技術者、または他の或る適切なオペ
レータとすることができる。
【００５０】
　これらの例示的な例では、オペレータ３４２は、被要求情報３４６に関する任意の数の
クエリ３４４を、グラフィカルユーザインターフェース３４５を用いて開始することがで
きる。１つの例として、オペレータ３４２は、任意の数のクエリ３４４を、例えば警告３
４０に応じて開始することができる。タグ管理モジュール３２８は、任意の数のクエリ３
４４を、情報３３０を利用して実行することにより、被要求情報３４６を特定する。
【００５１】
　これらの図示の例では、タグ管理モジュール３２８は、被要求情報３４６を含む任意の
数のレポート３４８を作成するように構成することができる。更に、タグ管理モジュール
３２８は、任意の数のレポート３４８をグラフィカルユーザインターフェース３４５に表
示するように構成することができる。
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【００５２】
　このように、タグ管理モジュール３２８は、複数の識別装置３０８を、情報３３０を利
用して管理するように構成される。タグ管理モジュール３２８によって、複数の識別装置
３０８に対する管理を自動的に行なうことができる。別の表現をすると、タグ管理モジュ
ール３２８は、イベント３３２を、オペレータによる入力を必要とすることなく特定する
ことができる。更に、タグ管理モジュール３２８によって、オペレータ３４２は、複数の
識別装置３０８に関する任意の数の作業３３８を、オペレータ３４２が情報３３０を処理
する必要を伴なうことなく開始することができる。
【００５３】
　更に、幾つかの例示的な例では、オペレータ３４２は、ユーザ入力３５０を、グラフィ
カルユーザインターフェース３４５を用いて入力することができる。ユーザ入力３５０は
、情報３３０を処理する際に使用して、イベント３３２を特定することができる、および
／または情報３３０の一部として保存することができる。
【００５４】
　図３のタグ管理環境３００は、異なる有利な実施形態を実現することができる態様に物
理的な、または構造上の制約があることを示すために図示しているのではない。図示され
る構成要素群の他に、および／または代わりに、他の構成要素群を使用してもよい。幾つ
かの構成要素は、幾つかの有利な実施形態では不要とすることができる。また、ブロック
群を提示して、幾つかの機能的構成要素を示している。これらのブロックのうちの１つ以
上のブロックは、異なる有利な実施形態において実装される場合に、組み合わせることが
できる、および／または異なるブロックに分割することができる。
【００５５】
　例えば、幾つかの例示的な例では、タグ管理環境３００は、１つの航空機３０４よりも
多くの航空機を含むことができる。例えば、タグ管理環境３００は、保有航空機及び／又
は他のビークルを含むことができる。
【００５６】
　次に、図４を参照するに、複数の識別装置に関する情報の図が、有利な実施形態に従っ
て描かれている。この例示的な例では、情報４００は、図３の複数の識別装置３０８に関
する情報３３０の１つの実施形態の一例である。
【００５７】
　図示のように、情報４００は、識別装置データ４０２と、仕様データ４０４と、ユーザ
入力４０６と、を含む。識別装置データ４０２は、例えば図３の複数の識別装置３０８の
各識別装置から受信するデータ３２２を処理することにより生成される処理済みデータの
１つの実施形態の一例である。
【００５８】
　この例示的な例では、識別装置データ４０２は、データの受信先の各識別装置に関する
固有識別情報４０７、設置日付４０８、稼働日付４１０、メモリのリフレッシュサイクル
を実行する日付４１２、直近の更新日付４１４、期間４１６、メンテナンス履歴４１８、
メモリ容量４２０、メモリの空き容量４２２、及び／又は接着剤種類４２３を含む。
【００５９】
　この図示の例では、固有識別情報４０７は、識別装置に関する識別情報であり、この識
別情報によって識別装置を、複数の識別装置の中の他の識別装置群から区別することがで
きる。別の表現をすると、固有識別情報４０７は、複数の識別装置の各識別装置に対応し
て異なっている。
【００６０】
　設置日付４０８は、識別装置が特定の位置及び／又は構成品に取り付けられる日付であ
る。稼働日付４１０は、識別装置を構成品に接続し、情報４００を識別装置に書き込んだ
日付である。
【００６１】
　メモリのリフレッシュサイクルを実行する日付４１２は、識別装置のメモリに保存され
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ている識別装置データ４０２を最新の状態にする必要がある日付である。メモリのリフレ
ッシュを実行するたびに、識別装置に関する識別装置データ４０２の有効期間を延ばすこ
とができる。
【００６２】
　直近の更新日付４１４は、データが識別装置から、携帯用リーダのようなコンピュータ
に送信された日付である。期間４１６は、直近の更新日付４１４と、直近の更新日付４１
４の前にデータが識別装置から送信された日付との間の期間である。これらの例示的な例
では、データはこれらの２つの日付の間には送信されない。他の例示的な例では、期間４
１６は、直近の更新日付４１４の間の期間とすることができる。
【００６３】
　メンテナンス履歴４１８は、識別装置に対して行なわれるメンテナンスに関する情報を
含む。例えば、メンテナンス履歴４１８は、修理が識別装置に対して行なわれた日付の記
録を含むことができる。
【００６４】
　この例示的な例では、メモリ容量４２０は、識別装置の合計メモリ容量である。別の表
現をすると、メモリ容量４２０は、データを識別装置に保存するためのメモリの合計空き
容量である。メモリの空き容量４２２は、残っていて利用することができるメモリの容量
である。別の表現をすると、メモリの空き容量４２２は、識別装置が未だ利用していない
メモリである。
【００６５】
　接着剤種類４２３は、識別装置を構成品に取り付けるために使用される接着剤の種類に
関する情報を含む。これらの例示的な例では、接着剤種類４２３は、接着剤が、熱伝導性
接着剤または導電性接着剤であることを示唆することができる。他の例示的な例では、接
着剤種類４２３は、接着剤の別の種類、及び／又は接着剤の商品名を示唆することができ
る。
【００６６】
　この図示の例では、仕様データ４０４は、複数の識別装置に関するデータであり、この
データは、複数の識別装置の任意の数の製造業者から取得することができる。例えば、仕
様データ４０４は、装置型式４２４、バージョン番号４２６、製造業者名４２８、及び／
又は他の適切な種類の仕様データを含むことができる。
【００６７】
　装置型式４２４は、識別装置の装置型式である。装置型式４２４は、任意の数の識別装
置に関して同一とすることができる。バージョン番号４２６は識別装置のバージョンを示
す。製造業者名４２８は、識別装置の製造業者、及び仕様データ４０４の供給者である。
【００６８】
　勿論、仕様データ４０４は、例えば識別装置の周波数領域、メモリの種類、分類、識別
装置を検査してデータを保持する必要がある頻度、識別装置の交換可能部品の識別情報、
セキュリティ情報、温度制限、接着剤制限、及び／又は他の適切な種類の情報のような他
の種類の情報を含むことができる。
【００６９】
　この例示的な例では、ユーザ入力４０６は、複数の識別装置のオペレータが入力する任
意の入力を含む。ユーザ入力４０６は、例えばこれらには限定されないが、識別装置デー
タ４０２及び／又は仕様データ４０４に対する補正、更新、製造業者名４２８のような特
定の仕様データ４０４を有する識別装置群の全てに関するクエリ、及び／又は他の適切な
種類の情報を含むことができる。
【００７０】
　次に、図５を参照するに、データ処理システムの図が、有利な実施形態に従って描かれ
ている。データ処理システム５００は、図３のコンピュータシステム３２４の任意の数の
コンピュータ３２６の中の１つのコンピュータの１つの実施形態の一例である。データ処
理システム５００は、プロセスを実行するコンピュータ可用プログラムコードまたは命令
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群を有利な実施形態群に対応して格納することができるコンピュータである。
【００７１】
　この例示的な例では、データ処理システム５００は通信ファブリック５０２を含み、通
信ファブリック５０２は、プロセッサユニット５０４、メモリ５０６、永続性記憶装置５
０８、通信ユニット５１０、入力／出力（Ｉ／Ｏ）ユニット５１２、及びディスプレイ５
１４の間の通信を可能にする。
【００７２】
　プロセッサユニット５０４は、メモリ５０６に読み込むことができるソフトウェア命令
群を実行するように機能する。プロセッサユニット５０４は、特定の実施形態によって異
なるが、１つ以上のプロセッサの集合とするか、またはマルチプロセッサコアとすること
ができる。更に、プロセッサユニット５０４は、任意の数の異種プロセッサシステムを用
いて実現することができ、これらの異種プロセッサシステムでは、主プロセッサは、副プ
ロセッサ群と一緒に１つのチップ上に設けられる。別の例示的な例として、プロセッサユ
ニット５０４は、同じ種類の複数のプロセッサを含む対称マルチプロセッサシステムとす
ることができる。
【００７３】
　メモリ５０６及び永続性記憶装置５０８は、記憶装置５１６の例である。記憶装置は任
意の個数のハードウェアであり、当該ハードウェアは、例えばこれらには限定されないが
、データ、関数形式のプログラムコード、及び／又は一時的に、および／または永久に保
存される他の適切な情報のような情報を保存することができる。メモリ５０６はこれらの
例では、例えばランダムアクセスメモリ、または他の何れかの適切な揮発性または不揮発
性記憶装置とすることができる。永続性記憶装置５０８は、特定の実施形態によって異な
るが、種々の形態を採ることができる。例えば、永続性記憶装置５０８は、１つ以上のコ
ンポーネントまたはデバイスを含むことができる。例えば、永続性記憶装置５０８は、ハ
ードドライブ、フラッシュメモリ、再書き込み可能な光ディスク、再書き込み可能な磁気
テープ、または上に列挙した要素の或る組み合わせとすることができる。永続性記憶装置
５０８が使用する媒体は取り外し可能とすることもできる。例えば、取り外し可能なハー
ドドライブを永続性記憶装置５０８に使用することができる。
【００７４】
　通信ユニット５１０はこれらの例では、他のデータ処理システム群またはデバイス群と
の通信を可能にする。これらの例では、通信ユニット５１０は、ネットワークインターフ
ェースカードである。通信ユニット５１０は、物理通信リンク及び無線通信リンクの何れ
か、または両方を使用することにより、通信を可能にする。
【００７５】
　入力／出力ユニット５１２によって、データを他のデバイス群との間で入出力すること
ができ、これらの他のデバイスは、データ処理システム５００に接続することができる。
例えば、入力／出力ユニット５１２は、接続を可能にすることにより、ユーザ入力を、キ
ーボード、マウス、及び／又は他の或る適切な入力デバイスを介して行うことができる。
更に、入力／出力ユニット５１２は、出力をプリンタに送出することができる。ディスプ
レイ５１４は、情報をユーザに対して表示する機構となる。
【００７６】
　オペレーティングシステム用命令、アプリケーション、及び／又はプログラムは、記憶
装置群５１６に格納することができ、これらの記憶装置５１６は、プロセッサユニット５
０４と通信ファブリック５０２を介して通信する。これらの例示的な例では、命令群は関
数として永続性記憶装置５０８に格納される。これらの命令は、メモリ５０６に読み込む
ことにより、プロセッサユニット５０４によって実行することができる。異なる実施形態
のプロセスは、プロセッサユニット５０４によって、コンピュータ実行命令群を使用して
実行することができ、これらのコンピュータ実行命令は、メモリ５０６のようなメモリに
格納することができる。
【００７７】
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　これらの命令は、プログラムコード、コンピュータ可用プログラムコード、またはコン
ピュータ可読プログラムコードと表記され、当該プログラムコードは、プロセッサユニッ
ト５０４内のプロセッサが読み取り、実行することができる。当該プログラムコードは、
異なる実施形態では、メモリ５０６または永続性記憶装置５０８のような異なる物理媒体
または有形コンピュータ可読媒体で具体化することができる。
【００７８】
　プログラムコード５１８は、選択的に取り外し可能なコンピュータ可読媒体５２０に関
数として格納され、データ処理システム５００に読み込む、または転送することによりプ
ロセッサユニット５０４によって実行することができる。プログラムコード５１８及びコ
ンピュータ可読媒体５２０は、これらの例では、コンピュータプログラム製品５２２を構
成する。１つの例では、コンピュータ可読媒体５２０は、コンピュータ可読記憶媒体５２
４またはコンピュータ可読信号媒体５２６とすることができる。コンピュータ可読記憶媒
体５２４は、例えば光ディスクまたは磁気ディスクを含むことができ、当該ディスクを永
続性記憶装置５０８の一部であるドライブまたは他のデバイスに挿入して、または格納し
て、永続性記憶装置５０８の一部であるハードドライブのような記憶装置に移送する。コ
ンピュータ可読記憶媒体５２４は更に、データ処理システム５００に接続されるハードド
ライブ、サムドライブ、またはフラッシュメモリのような永続性記憶装置の形態を採るこ
とができる。幾つかの例では、コンピュータ可読記憶媒体５２４は、データ処理システム
４００から取り外し可能とする必要はない。
【００７９】
　別の構成として、プログラムコード５１８はデータ処理システム５００に、コンピュー
タ可読媒体５２０から通信リンクを経由して通信ユニット５１０に、および／または接続
を経由して入力／出力ユニット５１２に転送することができる。通信リンク及び／又は接
続は、これらの例示的な例では、物理通信リンクまたは無線通信リンク、及び／又は物理
接続または無線接続とすることができる。コンピュータ可読媒体５２０はまた、プログラ
ムコードを含む通信リンクまたは無線伝送のような非有形媒体の形態を採ることができる
。
【００８０】
　幾つかの有利な実施形態では、プログラムコード５１８は、ネットワークを経由して、
別のデバイスまたは別のデータ処理システムから永続性記憶装置５０８にダウンロードす
ることにより、データ処理システム５００内で使用することができる。例えば、サーバデ
ータ処理システム内のコンピュータ可読記憶媒体に格納されるプログラムコードは、ネッ
トワークを経由して、サーバからデータ処理システム５００にダウンロードすることがで
きる。プログラムコード５１８を供給するデータ処理システムは、サーバコンピュータ、
クライアントコンピュータ、またはプログラムコード５１８を格納し、送信することがで
きる他の或るデバイスとすることができる。
【００８１】
　データ処理システム５００に関して図示される異なる構成要素は、異なる有利な実施形
態を実現することができる態様に構造上の制約を付与するために図示しているのではない
。異なる有利な実施形態は、データ処理システム５００に関して図示される構成要素群の
他の、または代わりの構成要素群を含むデータ処理システムにおいて実現することができ
る。図５に示す他の構成要素群は、図示される例示的な例から変えることができる。異な
る有利な実施形態は、プログラムコードを実行することができる任意のハードウェアデバ
イスまたはシステムを用いて実現することができる。一例として、データ処理システム５
００は、無機構成要素群と一体化される有機構成要素群を含むことができ、および／また
はヒトを除く有機構成要素群により全体を構成することができる。例えば、記憶装置は、
有機半導体により構成することができる。
【００８２】
　別の例として、データ処理システム５００の記憶装置は、データを格納することができ
る任意のハードウェア装置である。メモリ５０６、永続性記憶装置５０８、及びコンピュ
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ータ可読媒体５２０は、有形の記憶装置の例である。
【００８３】
　別の例では、バスシステムを用いて、通信ファブリック５０２を実現することができ、
当該バスシステムは、システムバスまたは入力／出力バスのような１つ以上のバスにより
構成することができる。勿論、バスシステムは、当該バスシステムに接続される異なるコ
ンポーネントまたはデバイスの間のデータの転送を可能にする任意の適切な種類のアーキ
テクチャを用いて実現することができる。更に、通信ユニットは、モデムまたはネットワ
ークアダプタのような、データを送受信するために使用される１つ以上のデバイスを含む
ことができる。更に、メモリは、例えばメモリ５０６とするか、または通信ファブリック
５０２に設けることができるインターフェース／メモリコントローラハブに搭載されるよ
うなキャッシュとすることができる。
【００８４】
　次に、図６を参照するに、航空機の一部の図が、有利な実施形態に従って描かれている
。この例示的な例では、航空機６００は、図３の航空機３０４の１つの実施形態の一例で
ある。図示の航空機６００の一部は、航空機６００の客室６０１の一部である。
【００８５】
　図示のように、航空機６００は、無線周波数識別タグ６０２，６０４，６０６，６０８
，６１０，及び６１２を有する。無線周波数識別タグ６０２，６０４，６０６，６０８，
６１０，及び６１２は、図３の複数の識別装置３０８の実施形態の例である。
【００８６】
　この例示的な例では、無線周波数識別タグ６０２，６０４，６０６，６０８，６１０，
及び６１２は、航空機６００の頭上荷物収納室６１４、座席６１６、座席６１８、座席６
２０、座席６２２、及び壁６２４のそれぞれの位置に取り付けられる。無線周波数識別タ
グ６０２，６０４，６０６，６０８，６１０，及び６１２は、頭上荷物収納室６１４、座
席６１６、座席６１８、座席６２０、座席６２２、及び壁６２４に取り付けられて、航空
機６００のこれらの構成品を固有に特定する。
【００８７】
　この例に図示されるように、無線周波数識別タグ６０４は、座席６１６の位置に取り付
けられて座席６１６を固有に特定する。勿論、他の例示的な例では、更に別の無線周波数
識別タグ群は、座席６１６の異なる位置に取り付けられて、異なる無線周波数識別タグで
座席６１６の異なる部分を固有に特定することができる。
【００８８】
　この例示的な例では、オペレータ６２６は、携帯用リーダ６２８を使用して、データを
無線周波数識別タグ６０２，６０４，６０６，６０８，６１０，及び６１２から取得する
。携帯用リーダ６２８は、図５のデータ処理システム５００を用いて実現することができ
る。更に、携帯用リーダ６２８は、異なる無線周波数識別装置から送信されるデータを受
信するように構成されるコンピュータである。
【００８９】
　更に、携帯用リーダ６２８は、無線周波数識別タグ６０２，６０４，６０６，６０８，
６１０，及び６１２から受信するデータを、図３のタグ管理モジュール３２８のようなタ
グ管理モジュールに送信して処理するように構成することができる。具体的には、これら
の例では、当該データは、無線通信リンクを利用して送信することができる。
【００９０】
　次に、図７を参照するに、タグ管理モジュールの図が、有利な実施形態に従って描かれ
ている。この例示的な例では、タグ管理モジュール７００は、図３のタグ管理モジュール
３２８の１つの実施形態の一例である。タグ管理モジュール７００は、図３のタグ群３０
２のようなタグ群を管理するように構成される。具体的には、タグ管理モジュール７００
は、図３の複数の識別装置３０８のような複数の識別装置を管理するように構成される。
【００９１】
　更に、タグ管理モジュール７００は、図６に示す航空機６００に搭載される無線周波数
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識別タグ６０２，６０４，６０６，６０８，６１０，及び６１２だけでなく、任意の他の
無線周波数識別タグのような無線周波数識別装置群を管理するように構成される。
【００９２】
　図示のように、タグ管理モジュール７００は、情報取り出しプロセス７０２と、任意の
数のデータベース７０４と、タグ管理プロセス７０６と、を含む。情報取り出しプロセス
７０２は、情報７０８をシステムデータベース７０３から、システムインターフェースを
用いて取り出すように構成される。システムデータベース７０３は、例えばこれらには限
定されないが、航空会社、整備機関、メンテナンス要員、航空機オーナーのようなエンテ
ィティ、または他の或る適切な種類のエンティティが管理することができるデータベース
である。この例示的な例では、システムデータベース７０３は、タグ管理モジュール７０
０から離れた位置に格納することができる。
【００９３】
　システムデータベース７０３の中の情報７０８は、識別装置データ７１２、位置情報７
１４、及び／又は任意の数の航空機に関する他の適切な情報を含む。識別装置データ７１
２は、例えば図４の識別装置データ４０２とすることができる。識別装置データ７１２は
、複数の識別装置から取得されるデータである。位置情報７１４は、何れの識別装置が、
任意の数の航空機上の何れの位置及び／又は任意の数の航空機に搭載される何れの構成品
に取り付けられているかを特定する。
【００９４】
　この例示的な例では、情報取り出しプロセス７０２は、情報７０８を処理して処理済み
情報７１６を、フィルタリング／処理エージェント７１８を用いて生成する。フィルタリ
ング／処理エージェント７１８は、取り出しポリシー７２０を用いて、情報７０８を処理
するように構成される。
【００９５】
　取り出しポリシー７２０は、情報７０８を処理するための任意の数のルール、基準、及
び／又はガイドラインを含む。１つの例示的な例として、取り出しポリシー７２０は、シ
ステムデータベース７０４から受信される情報７０８を、処理済み情報７１６の所望のフ
ォーマットにフォーマット化するための任意の数のガイドラインを含むことができる。
【００９６】
　例えば、情報取り出しプロセス７０２は、異なるエンティティに関する情報をシステム
データベースから取り出すように構成される。これらの異なるエンティティは、これらの
エンティティに関する情報を同じようにしてフォーマット化する必要はない。フィルタリ
ング／処理エージェント７１８は、取り出しポリシー７２０を用いて、異なるシステムデ
ータベースから取り出される情報をフォーマット化することができる。
【００９７】
　幾つかの例示的な例では、取り出しポリシー７２０は、情報７０８をフィルタリングす
るための任意の数の基準を含むことにより、情報７０８の一部のみを用いて、処理済み情
報７１６を生成することができる。他の例示的な例では、取り出しポリシー７２０は、情
報７０８の一部を選択するための任意の数のルールを含むことにより、処理済み情報７１
６を生成することができる。
【００９８】
　図示のように、フィルタリング／処理エージェント７１８は、処理済み情報７１６を、
任意の数のデータベース７０４の中の運行データベース７２２に格納する。任意の数のデ
ータベース７０４は更に、タグ仕様データベース７２４と、タグ管理データベース７２６
と、を含む。
【００９９】
　タグ仕様データベース７２４は仕様データ７２８を含む。仕様データ７２８は、例えば
図４の仕様データ４０４とすることができる。仕様データ７２８は、任意の数の製造業者
から異なる種類の識別装置に関して取得される仕様データを含む。
【０１００】
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　この例示的な例では、タグ管理プロセス７０６は、収集プロセス７３０と、イベント特
定処理プロセス７３２と、を含む。収集プロセス７３０は、運行データベース７２２及び
タグ仕様データベース７２４に格納される情報を取り出し、組み合わせ、処理することに
より情報７３４を生成するように構成される。情報７３４は、例えば図３の情報３３０、
及び／又は図４の情報４００とすることができる。
【０１０１】
　幾つかの例示的な例では、収集プロセス７３０は、イベント７３１が選択されると情報
７３４を生成する。選択イベント７３１は、定期的なイベント及び／又は非定期的なイベ
ントとすることができる。例えば、これらには限定されないが、選択イベント７３１は、
サービスブリテン（改修命令）、通知、ユーザ入力の受信のような非定期的なイベント、
または他の或る非定期的なイベントとすることができる。選択イベント７３１は、時間の
経過のような定期的なイベント、または他の或る適切な定期的なイベントとすることがで
きる。
【０１０２】
　収集プロセス７３０は、情報７３４を、任意の数のデータベース７０４の中のタグ管理
データベース７２６に格納する。情報７３４は、他の種類の情報を含んでいてもよい。例
えば、情報７３４は、ユーザ入力を処理することにより生成される情報を含むことができ
る。
【０１０３】
　この例示的な例では、タグ管理プロセス７０６の中のイベント特定処理プロセス７３２
は、図３のイベント３３６のようなイベントの発生を、イベントポリシー７３５を用いて
特定するように構成される。イベントポリシー７３５は、例えば図３のイベントポリシー
３３４とすることができる。
【０１０４】
　イベント特定処理プロセス７３２は、タグ管理データベース７２６の情報７３４を処理
して、イベントが発生する時点を特定する。例えば、イベント特定処理プロセス７３２は
、情報７３４を定期的に取り出して、イベントが発生したかどうかを判断するように構成
することができる。幾つかの例示的な例では、イベント特定処理プロセス７３２は、情報
７３４を、ユーザ入力が行なわれると取り出すように構成することができる。
【０１０５】
　他の例示的な例では、イベント特定処理プロセス７３２は、イベントの発生を、情報取
り出しプロセス７３２が情報７０８をシステムデータベース７０３から取り出す時に必ず
特定する。
【０１０６】
　イベントの発生を特定するのに応じて、イベント特定処理プロセス７３２は、イベント
が発生したことを通知する通知、及び当該イベントに関する情報を生成する。この通知は
、警告プロセス７３６に送信される。警告プロセス７３６は、警告ポリシー７３８を用い
て、警告７４０をイベントの発生時に生成すべきかどうかを判断する。警告ポリシー７３
８は、例えば警告をオペレータに、特定のイベントが発生するときに送信する必要がある
という基準を示すことができる。例えば、識別装置のメモリの容量が所望の閾値を超える
場合、警告をオペレータに送信して識別装置を取り替えることができる。
【０１０７】
　この例示的な例では、警告７４０は、任意の数の作業を任意の数の識別装置に対して実
施する必要があることを通知する。例えば、警告群７４０の中の１つの警告は、無線周波
数識別タグを取り替える、または修理する必要があることを通知することができる。異な
る警告は、オペレータが、携帯用リーダを用いて、データを識別装置から別途取り出す必
要があることを通知することができる。
【０１０８】
　この例示的な例では、タグ管理モジュール７００は更に、クエリエンジン７４２を含む
。クエリエンジン７４２は、グラフィカルユーザインターフェース７４４を介して入力さ
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れる被要求情報に関するユーザ入力をタグ管理データベース７２６から受信するように構
成される。これらの例示的な例では、グラフィカルユーザインターフェース７４４は、タ
グ管理モジュール７００から離れた位置に設けることができる。
【０１０９】
　例えば、ユーザは、特定の航空機に搭載される複数の識別装置の現在の状態を通知する
レポートを作成したいと考える。当該ユーザは、ユーザ入力を、グラフィカルユーザイン
ターフェース７４４を用いて入力する。クエリエンジン７４２は、当該ユーザ入力を受信
し、タグ管理データベース７２６に対して、被要求情報に関するクエリを発行する。
【０１１０】
　被要求情報を取得すると、クエリエンジン７４２は、被要求情報を含むレポートを作成
する。更に、クエリエンジン７４２は、当該レポートをグラフィカルユーザインターフェ
ース７４４に送信して、ユーザに対して表示する。
【０１１１】
　更に、これらの例示的な例では、クエリエンジン７４２は更に、被要求情報に関するク
エリを、ユーザ入力を受信することなく実行するように構成することができる。別の表現
をすると、クエリエンジン７４２は、自動クエリを実行するように構成することができる
。このように、レポートは、ユーザ入力を必要とすることなく作成することができる。
【０１１２】
　勿論、他の例示的な例では、ユーザは、ユーザ入力を、グラフィカルユーザインターフ
ェース７４４を用いて入力して、更に別の情報を、タグ管理データベース７２６の中の情
報７３４に追加することができる。更に他の例示的な例では、ユーザ入力を入力して、取
り出しポリシー７２０、イベントポリシー７３５、及び／又は警告ポリシー７３８のうち
の１つのポリシーを変更することができる。
【０１１３】
　これらの図示の例では、グラフィカルユーザインターフェース７４４によってユーザは
、タグ管理データベース７２６の中の情報７３４の全てにアクセスすることができる。
【０１１４】
　次に、図８を参照するに、航空機に搭載される複数の識別装置を管理するプロセスのフ
ローチャートの図が、有利な実施形態に従って描かれている。図８に示すプロセスは、図
３のタグ管理環境３００において実施することができる。更に、このプロセスは、図３の
タグ管理モジュール３２８を用いて実施することができる。
【０１１５】
　当該プロセスは、イベントの発生を、複数の識別装置に関する情報を利用して特定する
（操作８００）ことにより始まる。複数の識別装置は、この例示的な例では、複数の無線
周波数識別装置である。
【０１１６】
　複数の識別装置の各識別装置は、航空機の複数の構成品に関連付けられる。複数の識別
装置に関する情報は、複数の識別装置から取り出されるデータと、複数の識別装置に関す
る仕様データと、を含む。
【０１１７】
　次に、当該プロセスでは、複数の識別装置に関する任意の数の作業を、イベントの発生
を特定するのに応じて開始し（操作８０２）、当該プロセスはその後、終了する。任意の
数の作業は、識別装置を取り替える作業、識別装置を追加する作業、識別装置を取り外す
作業、及び識別装置を修理する作業のうちの少なくとも１つの作業を含むことができる。
更に、任意の数の作業は、データを複数の識別装置から取り出す作業を含むことができる
。
【０１１８】
　更には、操作８０２では、当該プロセスにおいて、イベントが発生したことを通知する
任意の数の警告を発して、当該警告をユーザに対して表示することができる。次に、ユー
ザは、任意の数の作業をイベントの発生に応じて実施することができる。
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【０１１９】
　次に、図９を参照するに、イベントの発生を特定するプロセスのフローチャートの図が
、有利な実施形態に従って描かれている。図９に示すプロセスは、図８の操作８００に関
する更に詳細なプロセスとすることができる。
【０１２０】
　当該プロセスは、タグ管理データベースの中の情報を処理する（操作９００）ことによ
り始まる。タグ管理データベースは、例えば図７のタグ管理データベース７２６とするこ
とができる。次に、当該プロセスでは、複数の識別装置の中の少なくとも１つの識別装置
からのデータが受信されていない期間が選択閾値を超えているかどうかを判断する（操作
９０２）。
【０１２１】
　当該期間が当該閾値を超えている場合、当該プロセスでは、イベントの発生を特定し（
操作９０４）、当該プロセスはその後、終了する。当該期間が当該閾値を超えていない場
合、当該プロセスは終了する。
【０１２２】
　次に、図１０を参照するに、複数の識別装置に関する情報を生成するプロセスのフロー
チャートの図が、有利な実施形態に従って描かれている。図１０に示すプロセスは、図３
のタグ管理モジュール３２８、及び／又は図７のタグ管理モジュール７００を用いて実施
することができる。
【０１２３】
　当該プロセスは、情報をシステムデータベースから取り出す（操作１０００）ことによ
り始まる。システムデータベースは、航空機に搭載される複数の識別装置を備える航空機
を所有するエンティティにより管理される。システムデータベースは、図４の識別装置デ
ータ４０２のような識別装置データ、及び位置情報を格納する。位置情報によって、何れ
の識別装置が航空機上の何れの位置及び／又は航空機に搭載される何れの構成品に取り付
けられているかを特定する。
【０１２４】
　次に、当該プロセスでは、受信する情報をフィルタリングし、処理して、処理済み情報
を、取り出しポリシーを用いて生成する（操作１００２）。その後、当該プロセスでは、
処理済み情報を、図７の作業データベース７２４のような作業データベースに格納する（
操作１００４）。
【０１２５】
　次に、タグ管理プロセスでは、作業データベース及び仕様データベースに格納される情
報を取り出し、組み合わせ、処理して情報を生成する（操作１００６）。仕様データベー
スは、例えば図７のタグ仕様データベース７２４である。当該プロセスでは、操作１００
６において生成される情報を、タグ管理データベースに格納し（操作１００８）、当該プ
ロセスはその後、終了する。
【０１２６】
　異なる図示の実施形態におけるフローチャート及びブロック図は、異なる有利な実施形
態における装置及び方法の数通りの実施形態の構造、機能、及び動作を示している。この
点に関して、これらのフローチャートまたはブロック図における各ブロックは、モジュー
ル、セグメント、機能を表わし、および／または操作または工程の一部を表わすことがで
きる。幾つかの別の実施形態では、ブロックに記述される機能または機能群は、これらの
図に記述される順番とは異なる順番で行なうことができる。例えば、幾つかの場合では、
連続して示される２つのブロックは、略同時に実行することができる、またはこれらのブ
ロックを、搭載される機能によって異なるが、逆の順番で実行することができる場合があ
る。また、フローチャートまたはブロック図における図示のブロック群の他に、他のブロ
ック群を追加することができる。
【０１２７】
　従って、異なる有利な実施形態は、航空機に搭載される識別装置を管理する方法及び装
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置を提供する。イベントの発生は、複数の識別装置に関する情報を利用して特定される。
複数の識別装置の各識別装置は、航空機に搭載される複数の構成品に関連付けられる。複
数の識別装置に関する情報は、複数の識別装置から取り出されるデータ、及び複数の識別
装置に関する仕様データを含む。イベントの発生を特定するのに応じて、複数の識別装置
に関する任意の数の作業が開始される。
【０１２８】
　異なる有利な実施形態は、複数の航空機構成品に関連付けられる複数のタグを管理する
ことができる。複数のタグに関するデータ、及びこれらのタグの仕様に関するデータを保
存することにより、タグ管理システムは、タグを修理する、または取り替える必要がある
時点を規定するルールを使用することができる。
【０１２９】
　異なる有利な実施形態は、現在データベースに記載されていない全てのタグを認識及び
把握し、新規のタグをデータベースに追加することができる。これらのタグをデータベー
スに追加することにより、これらのタグが次に、タグ管理プロセスの一部となる。有利な
実施形態は、タグとデータベースとの間で異なるデータを認識することもでき、ユーザ指
定ルールまたはそれ以外の所定のルールに基づいて、各装置をそれに応じて更新する。
【０１３０】
　異なる有利な実施形態は、警告、将来の警告、及びメンテナンスを行なうことができ、
これらには限定されないが、全保有航空機、部品番号、タグに対する措置、タグについて
記述される状態、またはタグに関する任意の情報を含む特定のパラメータ群に関するクエ
リを実行する能力を提供することができる。
【０１３１】
　異なる有利な実施形態は、タグに関する情報が古くなる場合に、タグに関する情報の更
新を行ない、警告を発することができることにより、データ管理を可能にする。
【０１３２】
　異なる有利な実施形態は、全体がハードウェアの実施形態、全体がソフトウェアの実施
形態、またはハードウェア要素及びソフトウェア要素の両方を含む実施形態の形式を採る
ことができる。幾つかの実施形態は、これらには限定されないが、例えばファームウェア
、常駐ソフトウェア、及びマイクロコードのような形式を含むソフトウェアとして実現さ
れる。
【０１３３】
　更に、異なる有利な実施形態は、命令を実行するコンピュータ、または任意のデバイス
またはシステムによって使用される、または命令を実行するコンピュータ、または任意の
デバイスまたはシステムに接続して使用されるプログラムコードを供給するコンピュータ
可用媒体またはコンピュータ可読媒体からアクセス可能なコンピュータプログラム製品の
形態を採ることができる。本開示を行なうために、コンピュータ可用媒体またはコンピュ
ータ可読媒体は普通、命令実行システム、装置、またはデバイスによって使用される、ま
たは命令実行システム、装置、またはデバイスに接続して使用されるプログラムを収容す
る、格納する、送受信する、伝送する、または転送することができる任意の有形装置とす
ることができる。
【０１３４】
　コンピュータ可用媒体またはコンピュータ可読媒体は、例えばこれらには限定されない
が、電子システム、磁気システム、光システム、電磁システム、赤外線システム、または
半導体システム、または伝送媒体とすることができる。コンピュータ可読媒体の非限定的
な例として、半導体メモリまたは固体メモリ、磁気テープ、取り外し可能なコンピュータ
ディスケット、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、リードオンリメモリ（ＲＯＭ）、剛
性磁気ディスク、及び光ディスクを挙げることができる。光ディスクとして、コンパクト
ディスク－リードオンリメモリ（ＣＤ－ＲＯＭ）、コンパクトディスク－リード／ライト
（ＣＤ－Ｒ／Ｗ）、及びＤＶＤを挙げることができる。
【０１３５】
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　更に、コンピュータ可用媒体またはコンピュータ可読媒体は、コンピュータ可読プログ
ラムコードまたはコンピュータ可用プログラムコードを収容する、または格納することに
より、コンピュータ可読プログラムコードまたはコンピュータ可用プログラムコードをコ
ンピュータで実行すると、このコンピュータ可読プログラムコードまたはコンピュータ可
用プログラムコードの実行によって、コンピュータが別のコンピュータ可読プログラムコ
ードまたはコンピュータ可用プログラムコードを、通信リンクを経由して送信するように
なる。この通信リンクは、例えばこれらには限定されないが、物理媒体または無線媒体で
ある媒体を用いることができる。
【０１３６】
　コンピュータ可読プログラムコードまたはコンピュータ可用プログラムコードを格納す
る、および／または実行するために適するデータ処理システムは、メモリ要素群に直接接
続される、またはシステムバスのような通信ファブリックを介してメモリ要素群に間接的
に接続される１つ以上のプロセッサを含む。これらのメモリ要素は、プログラムコードを
実際に実行している間に用いられるローカルメモリ、大容量記憶装置を含み、少なくとも
幾つかのコンピュータ可読プログラムコードまたはコンピュータ可用プログラムコードを
一時的に格納して、コードを大容量記憶装置からコード実行中に取り出す回数を減らすこ
とができるキャッシュメモリを含むことができる。
【０１３７】
　入力／出力デバイスまたはＩ／Ｏデバイスはシステムに、直接的に、または介在するＩ
／Ｏコントローラを介して接続することができる。これらのデバイスとして、例えばこれ
らには限定されないが、キーボード、タッチスクリーンディスプレイ、及びポインティン
グデバイスを挙げることができる。異なる通信アダプタをシステムに接続して、データ処
理システムが、介在するプライベートネットワークまたは公衆網を介して他のデータ処理
システム、リモートプリンタ、または記憶装置に接続されるようにすることもできる。ほ
んの一例に過ぎないが、モデム及びネットワークアダプタが、現在利用可能な種類の通信
アダプタの非限定的な例である。
【０１３８】
　異なる有利な実施形態の説明を提示して、例示及び記述を行なってきたが、当該説明を
網羅的に記載しようとするものではない、または開示される構成の実施形態に限定しよう
とするものではない。多くの変形及び変更が存在することはこの技術分野の当業者には明
らかである。更に、異なる有利な実施形態は、他の有利な実施形態とは異なる利点を提供
することができる。選択される実施形態または実施形態群は、これらの実施形態の原理、
実際の用途を最も分かり易く説明するために、この技術分野の他の当業者が、想定される
特定の使用に適合するように種々の変更が為される種々の実施形態に関する開示を理解す
ることができるように選択され、記載されている。
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